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京都女子大学図書館所蔵『方丈記』元和三年写本
中前正志
　
ここに翻刻を掲げようとするのは、 『方丈記』の元和三年（一六一七）書写本である。京都女子大学図書館に『方丈記』
古写本が計十九本所蔵されるうちの一本
）（
（
（請求記号
9（4.42/A
6　
図書ＩＤ番号
0085（0495-7 ） 。青木伶子氏編『広本略本
方丈記総索引』 （武蔵野書院、昭
40）の解説に言及のある（後掲）古本系統の伝本で、もとは若林正治氏蔵本であった
ようだが、その後、所在未詳になっていたものである
）2
（
。実は昭和六十年に京都女子大学図書館の所蔵するところとなっ
て、以降、誰の目に触れることもなく 埋もれていたらしい。筆者が昨年担当した、 『方丈記』成立八百年記念の学内図書展観
）（
（
に際して、見出し得たところである。簡単な書誌は次の通り。
　
列帖装一帖。縦二六 ・ ○×横一八 ・ ○㎝。全二六丁（うち後遊紙二丁） 。蜻蛉文様白色表紙（くるみ表紙） 。料紙は鳥の
子。外題・内題なし（前表紙中央に金紙題簽のみ貼付） 。一面九行。漢字交り平仮名文。朱引・朱区切り点あり。奥書「于時元和三暦巳仲秋吉辰
　桑門老拙八十歳／書之」 。奥書の左方に「もしほやく伊勢おのあまのしわさとも／見るめは
つかしいかに老か身」 。　
最末後遊紙裏貼付紙片に、昭和二十八年九月十三日に記された高橋貞一氏による朱書メモがあり、 「この方丈記ハ講
（0
談社の新註国／文学叢書所収方丈記
ニ引かれたる／
正親町家旧蔵本方丈記／龍門文庫現蔵／と全く一致するもの也。こ
の龍門／文庫本はもと田中勘兵衛氏／の蔵也室町末か江戸初きの写／にしてこの本よりは古し／……」と見える。また、先掲青木氏編著も、校合本の一つに取り上げられた正親町家旧蔵本について解説する中で、
若林正治氏蔵、 「于時元和三暦巳仲秋吉辰桑門老拙八十歳書之」の奥書を有する写本は
漢字と仮名の相違・変体仮
名の違ひ等を除けば殆ど全くこの正親町家本と一致し、むしろ正親町家本に存する衍字・脱字・脱文等がない（三○七行、主底本の「報」に対し正親町家本「哺」であるが 元和写本は流布 しか見られぬ「味」であるのが最大の相違。他は助詞 ないのが二箇所。正親町家本二七八行「
蠏カウチ
蟷
」に対し元和写本は「カウナ」の振仮名。
一五五行正親町家本「なりける 写本は大福光寺本と同じく「なりけり」 ） 。又正親町家本に於ては、天災地変等各条毎に改行してあるが 元和写本は改行しない。
と言及する。　
高橋氏も青木氏も指摘されている通り、元和三年写本は正親町家旧蔵本と極めて近い本文を有している。そのことは、
後に掲げる同本との校異でも明らかだろう。 「室町末期か、 少くとも慶長を降らぬ頃の書写」 （新註国文学叢書『方丈記』講談社、昭
2（、
（04頁、川瀬一馬氏）とされる正親町家旧蔵本よりもいくらか年代が下るようだが、同本と非常に近い本
文を有し、同本と違い書写年時が明らかな元和三年写本は、同 あるいはその周辺伝本 本文を見定めるうえで、有益なものであろう。　
ただし、両本は、右両氏が波線部の如く述べられているほどには「一致」していない面も見られる。後掲校異の通り。
中でも例えば、元和三年写本の第
9（行「侍らさりき」の場合などは、正親町家旧蔵本では「侍りき」であって、両者全
く逆の意味になっている。さらに言えば、元和三年写本の上掲本文は、正親町家旧蔵本だけでなく先掲青木氏編著に取
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り上げられた諸伝本および冷泉家本（冷泉家時雨亭叢書）や永青文庫本（細川家永青文庫叢刊）などにも見られないものであって、特異な本文として目を引こう。　
また、青木氏は右引破線部のように述べられているが、逆に、元和三年写本の方にだけ見られる衍字や脱文も存する。
例えば、次の通り（元和三年写本の本文を行番号とともに掲げ、＊以下に、正親町家旧蔵本の対応本文について注記） 。　　
13～
14　
しらす生れしらすしぬる人、何かたより来て、何かたへかさる
　　
＊傍線部ナシ
　　
144　　　
馬車力つきて
　　
＊「馬車の行ちかふ路たにもなしあやしき賤山かつも力尽て」
　　
232～
233　
築地ををつけり
　　
＊傍線部ナシ
　　　　　
267　
琴おりつき琵琶
　　
＊「おり箏つき琵琶」
　
以上のような本文の状況から見て、両本が大変近い関係を有することは確かだとしても、直接的関係 あるわけでは
なく、その間に一定程度の距離はおい いるものと推察されるだろう。
（
（）　
京都女子大学図書館所蔵の『方丈記』伝本の全般については、拙稿「京都女子大学図書館所蔵『方丈記』伝本略目録
稿
　
付． 吉沢本（長享本）影印および「元亨」 「文亀二年」本奥書写本翻刻」 （拙編『東山中世文学論纂』私家版、平
25）
参照。
（
2）　
神田邦彦氏「先行研究に見る、 『方丈記』の諸本とその影印・翻刻・解題一覧（稿） 」 （ 『
鴨長明とその時代
方丈記
八〇〇
年記念
』 （国文学研究資料館、平
24）参照。
（
（）　
京都女子大学第十二回図書館資料特別展観「
方丈記八百年記念
長明と清盛─
ゆく川、海へ
─」 （平成二十四年十一月二
日～二十二日、於京都女子学園建学記念館「錦華殿」 ） 。同展観の図録に、元和三年写本の冒頭部分と奥書部分の写真などを掲げてもいる。
（2
【翻刻凡例】　
・翻刻に際しては、基本的に通行の字体に改めた。また、施されている朱の区切り点を、読点として翻刻した。
　
・行送りは元のままで 行番号を五 ごとに行頭に付した。
　
・半丁ごとに、そ 末尾を、
　
」で示した。
【校異凡例】　
・翻刻の下方に、正親町家旧蔵本との校異 、翻刻 できる限り上下対照し得る形で示した。
　
・正親町家旧蔵本の本文 、青木伶子氏編『広本略本方丈記総索引』 （武蔵野書院、昭
40）に示されたものに拠る。
　
・行番号を掲げたうえで、元和三年写本の本文を載せ、棒線を引いた、その下に正親町家旧蔵本 対応本文 示した。
　
・特に問題ないかと思われる漢字と仮名の別や送り仮名の有無は、校異として取り上げなかった。
　
行川のなかれはたえすして、しかも本の水にあ
　
らす、よとみにうかふうたかたは、 つきえかつ
　
むすひて 久 ゝまる事なし、世の中にある
　
人と栖と又かくのことし、玉しきのみやこの中5に、棟をならへいらかをあらそへる人 すまゐは、
　
代々をへてつきせぬ物なれは、これをたかき
　
いやしき人まことかとたつねぬれは、昔より
　　　　　　　　　　　　
7たつねぬれは─たつぬれは
　
有し家はまれなり、ある は去年やふれ
　
てこと つくれり、あるひは大家はほろひて
　　　　
」
（0小家になる、すむ人もこれお し、所も人もお
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ほかれと、いにしへ見し人は二三十人か中にわつ
　
かに一人二人なり、朝に死 夕に生るゝなら
　
ひ、水の泡にそにた ける、しらす生れしらす
　　　　　　　　　　　
（（生れしらす─生れ
　
しぬる人、何かたより来て 何かたへかさる、又し（5らす、かりのやとり誰かためにか心をなやま
　
し、何によりてか目をよろこはしむる、其あるし
　
とすみかと、無常をあらそふさま はゝあさ
　　　　　　　
　
かほの露にこ ならす るひは露は落て
　　　　　　　　
」
　
花はのこれり、のこるといへとも朝日にかれぬ20或は し みて露なをきえ 消す
　
といへともくれを待事なし、ものゝ心をしれ
　
りしより、四十余の春秋をゝくれる間に、
　
世のふ きを見る事やゝたひ
く
になりぬ、
　
去安元三年四月廿八日かとよ、風はけし25くてしつかならさりし夜、戌 時はかりより
　　　　　　　　　　　
25戌の時─戌時
　
都の東南より火出来て西北にいたる、
　
ては朱雀門大極殿大学寮民部省ま
　　　　　　　　　　　　
」
　
てうつりて、一夜のうちに塵灰となりにき、
（4
　
火もとは樋口、富小路とかや、病人をやとせる（0かりやより出けるとなむ、吹まよふ風にとかく
　　　　　　　　　　　
（0出ける─出来けり
　
移り行ほとに、あふきをひろけたることくす
　
ゑひろに成ぬ、又遠家はけふりにむせひ、ちかき
　
あたりはひたすら 烟をちに吹付たり、空に
　
灰をふきたてぬれは、火のひかりに映して（5あまねく紅なる中に、かせにたえすふきみ る
　
ほのほ、とふかことく して 一二町をこえつゝうつ
　　　
」
　
りゆく、其中の人うつゝ心あらん 、或 烟に
　
むせひてたふれふし、或はほのほにまくれて
　
忽にしぬ、或は又身ひとつからう◦
して
のかるれとも、
　　　　　　　　　
（9或は─或は或は
　
からう◦
して
─からうして
40資財をとり出すにをよはす、七珍万宝さな
　
から灰燼とな にき、其つひへいくはくそ、この
　
たひ公卿の家十六やけたり まして其外
　
かそへしるすに及はす、そふして都の中三分か
　
一にをよ りとそ、男女死するものゝ数千人馬45牛のたくひ辺際をしらす、人のいとなみをろか
　　　　　　
」
　
なる中に、さしもあやうき京中の家を作る
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とて、宝をつゐやし、心をなやます事はすくれ
　
て、あちきなくそ侍る、又治承四年卯月十
　
二日の比中御門京極のほとより大なる辻50風おこり 六条わたりまていかめしくふく事
　
侍りき、三四町をかけてふき くる間、其
　
中にこもれる家共、大なるもちひさきも一と
　
してやふれさるはなし さ からひらにたふれ
　
たるもあり、けたはしらはかりのこるもあり、又門
　　　　
」
55の上を吹はなちて四五町か外にをき、又かきを
　
吹払てとなりとひとつになせり、いはんや家
　
のうちの資財かすをつくして空にあかり、ひはた
　　　　　　　　　　
57うち─内内
　
ふきいたのたくひ冬の木のはの風にみたるゝ
　
かことし、塵を烟のことく吹たてぬれ すへて60めも見えす、おひたゝしくなりとよむ音に、
　
ものいふこゑもきこえす、地獄の業風なり共
　
かはかりにこそとそ覚えし、家の損亡するのみ
　
にあらす、これをとりつくろふ間に、身をそこ
　　　　　　
」
　
なひてかた つけるものかすもしらす、此風ひつ
（6
65しさるのかたにうつり行て、おほくの人のなけき
　
をなせり、辻風はつねにふく物なれとも、かゝる
　
事やある、たゝことにあらす、さるへきものゝさとし
　
かなとそうたかひ侍し、又治承四年みな月の
　　　　　　　　　　　　
68かな─か
　
比、俄に都うつり侍りき、いとおもひの外成し70事也、大 た此京のはしめをきけは、嵯峨 天皇
　
の御とき都さたまりにけるよ 、のちすて
　
数百歳をへたり、ことなるゆへなくてたや く
　　　　　　
」
　
あらたまるへくもあらねは、これを世の人やすか
　
らすうれへあへるさま こと りにも過 りされ共、75かくいふかひなくて御門よりはしめたてまつ
　
て、大臣公卿みなこと
く
くうつり給ぬ、世につかふ
　
るほとの人たれかひとり古京にのこ をらん、
　　　　　　　　　
77古京─古郷
　
つかさ位におもひを け、主君の御影を頼む
　
ほとの人、一日なりともとくうつらん はけみあへ80時をうしなひ世にあまされ、期する所なきも
　
のはうれへなからとまり、軒をあらそひし人の
　　　　　　
」
　
住居日をへつゝ、あれ行家はこほたれてよと
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川にうかひ、地はめのまへにはたけとなる、人の
　
心もあらたまりて、たゝ馬くらをのみおもくす85牛車を ちひんとする人なし、西南海 所領
　
をねかひて、東北国の庄園をこのます、そ 時
　　　　　　　　　
　
をのつからことのたより有て、津の国の今の
　　　　　　　　　　　　
87有て─あて
　
国の─国
　
京にいたりて、所のありさまを見るに、其地ほと
　　　　　　　　　　
88見る─みつる
　
せはくて条理分るにたらす、北は山にそひて90高く、南はうみちかくてくたれ 、なみのつねに
　　　　
」
　　　　
90なみの─浪のをと
　
かまひすくしてしほ風こと はけし 内裏は
　　　　　　　　　　　　
9（かまひすく かまひすしく
　
山の中なれは かの木 丸殿もか やと、中
く
さ
　　　　　　　　　　　
　
まかはりてゆふなる たも侍らさりき、日々にこ
　　　　　　　　　
9（侍らさりき─侍りき
　
ほち川も瀬にはこひ、くたす家はいつくに作れ95るにか、なをむなしき地はおほく、つくれる家は
　
すくなし、古京はすてにあれて新都は またな
　　　　　　　　　　　
96古京─古郷
　
らす、ありと有人はみな浮雲のおもひをなせり、
　
もとより所におる者は地をうし てうれふ、
　
今うつりすむ人は、土木のわつらひ有事を歎、
　　　　　　
」
　　　　
99有─在
（00道のほとを見れは、車 のるへき 馬にのり 衣
（8
　
冠布衣なるへきは、おほくひたゝれを着たり、都
　
の条理たちまちにあらたまりて、 ひなひ
　
たるものゝふにことならす 世のみたる 瑞相と
　　　　
 　
 　　　　
 
（0（みたるゝ─龍るゝ
　
かきをけるもしるく日をへつゝ、 中うき立（05て人の心もおさまらす、民のうれへつゐに
　
むなしからさり れは、同年の冬なを此京に
　
かへり給き、されとこほちわたせし家共 いか
　　　　　　　　　　　
（07されと─されとも
　
かなりにけるに 、こ
く
くもとのやうにしも
　　　　　
」
　
つくらす、伝聞い しへのかしこき御代には、 れみを（（0もつて、国をおさめたまふ 則御殿にかやをふきて
　
軒をたにもとゝのへす、けふりのとも きを見玉 時は、
　
かきりある御調◦
物
をさへゆるされき、これ民をめ
　　　　　　　　　　
（（2調◦
物
─調物
　
くみ世をたすけ玉ふによ てなり、今 世の
　
ありさまむかしになそらへてしりぬへ 又養和（（5比かとよ久なりておほえす 二年 間世中飢渇
　
してあさましき事侍りき、或は春夏日て
　
或は秋大風大水 からぬ事と うちつ き
　　　　　　　　
」
　　　　
（（7つゝきて─つゝき
　
て、五こくこと
く
くみのらす、むなしく春田返
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し夏うふるいとなみのみありて、秋かり冬お（20さむるそめきはなし、これによ 国
く
の
　　　　　　　　　　　
（20そめきは─そめき
　
民あるひは家をわすれて山にす 、地を
　
すてゝさか を出ぬ、さま
く
の御祈はしまり
　
て、なへてならぬ法ともをゝこなはるれとも、
　　　　　　　　　　　
（2（法ともをゝ─法ともを
　
さら
く
其しるしなし、京のならひなに
　　　　　　　　　　　　　　
（24さら
く
─更に
（25はにつけ もみなもとは、田舎をこそたのめ
　
るに、たえてのほるものなけれは、さのみやは
　　　　　　
」
　
操をもつくりあへん、お ひわ てさま
く
の
　
たから物、かたはしより つるかことくすれとも、
　　　　　　　　　
（28ことく─ことし
　
さらにめもたつる人な 、たま
く
かふるものは、金
（（0をかろくし粟をゝもくす、乞食道のほとりに
　
おほく、うれへかなしむこゑ 耳にみてり、前の
　　　　　　　　　　
（（（うれへ─うかれへ
　
年かくのことくしてくれぬ、あくるとしは
　
たちなをるへきかとおもふほと あまさへ
　
疫病う そひてまさるさまに跡かたなし、（（5世の人みなやみしにけれは、日をへつゝきは
　　　　　　　
」
　
まり行さま、小水の魚のたとへにかな り
40
　
てには笠うちき、あし引つゝみ、よろしきすかた
　
したるもの、ひたすら家ことにこひありくか
　
とすれは、すなはち ふれふ 、又ついち（40のつらみちのほとりにうへしぬるものゝたくひ、
　
かすもし 、とり つるわさもしらねは、く
　
さき 世界にみち
く
て、かはり行かたち有
　　　　　　　　　　　　
（42有さま─在さま
　
さまめもあてられぬ事おほかりき、いはんや
　　
 
　
かはらなとには、馬車力つき 、薪さへともし
　　　　　　
」
　　　　
（44馬車力つきて─馬車の行ちかふ路たにもなしあや
（45く成ぬれは、たのむかたなき人 みつから家を
　　　　　　　　　　
　　
しき賤山かつも力尽て
　
ともしく─とほしく
　
こほち市に出てうる、一人かもちて出ぬるあた 、
　　　　　　　　　
（46もちて─もて
　
なを一日か命 たにをよは とそ、あやしき
　
事はかゝるたきゝの中 、赤丹つき、はくなんと所
　
ところにみゆ あひましれり これをたつ れは、（50すへきかたなきものゝ、ふるき寺にいたりて仏
　
をぬ み、堂の仏具をやふりとり わりく
　　　　　　　　　　　　
（5（仏具─ものゝく
　
たけるなりけり、濁悪の世にしも生 あひ
　
て、かゝ 心うきわさを ん見侍りし、又いと
　　　　　　
」
　
あはれなる事も侍 、 り たき夫妻な
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（55ともちたるものは、其おもひにまさりて、ふか
　　　　　　　　　　　
（55おもひに─思ひ
　
きものかならすさきたちて死ぬ、其ゆへはわか
　
身をは、次にして、人をいたはしくおもふ間、得た
　
るくひものをも先かれにゆつるによりてなり、
　
されはおやこある のはさたまれ 事に（60て、おやそさきに立けり、又母か命 きたるを
　　　　　　　　　
（60さき─前
　
立けり─立ける
　
しらすして、いとけなき子の なき乳をす
　
ひてふせるなともあり り 仁和寺に隆暁
　　　　　　　　
」
　
法印とい 人かくしつゝ、数もしらす死す 事
　　　　　　　　　　
（6（死する─死ぬる
　
かなしみて、聖あまたかたら て、其かうへの（65見ゆることに額に阿字を書て縁をむす
　
はしむるわさをなんせ れける 人数をし
 
　
らんとて、四五両月をかそへたりけ 、京のうち
　
一条より 南 九条よりは北、京極より西、朱
　
雀よりは東のみちのほとりなる う 、すへて（70四万二三百あま なむありける、況その
　
前後にしぬるものもおほく、又河原白川
　　　　　　　　　
」
　
西京諸の辺地なとをくはへ いはゝ際限
42
　
もあるへからす、
況イハンヤ
七◦
道
諸国にをいてをや、崇徳院
　　　　　　　　
（7（況イハンヤ
七◦
道
─いかに況七道
　
にをいて─ナシ
　
御在位の御時、長承の比とかや、かゝるためし
　　　　　　　　　　　
（74御時─御時に
（75ありけりときけと 其有さまはしらす、まの
　　　　　　　　　　　　
（75ありけり ありける
　
あたりいとめつらか成し事也、又おなし比 とよ、
　
おひたゝしく大なひふること侍りき、其さまよ
　
のつねならす、山はく れて川をうつみ 海は
　
かたふきて陸地をひたせり、土さけて水わ（80出、いはほわれて谷にまろひ入 渚こく舟は
　　　　　　　
」
　
浪にたゝよひ、道行馬は足の て をま は
　
せり、みやこのほとりは村々所々、堂舎塔廟一
　
としてまつたからす、ある はくつれ或はた れ、
　　　　　　　　　
（8（まつたからす─不全
　
たふれ─たふれぬ
　
塵灰たちのほりてさ りなるけふりのことし、地（85のうこき家のやふるゝをと いかつち ならす、
　
家の中におれは、たちまちにひしけなんとす、はし
　　　　　　　　　
（86家─屋
　
り出れは地われぬ、羽なけれは空をも ふへから
　
す、龍なら や雲にものほらん、をそれの中にお
　
そるへか ける た◦
た
地震なりけりとこそ覚え
　　　　　　
」
　　　　
（89た◦
た
─たゝ
（90侍しか、かくおひたゝしくふれる事、しはしにてやみ
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にしかとも、其余波しはしはたえす、よのつねのお
　　　　　　　　　
（9（余波─名残
　
よのつね─尋常
　
とろく程のない 二三十度ふらぬ日はなし、十日
　
廿日過にしかは、四五度二三 、もしは日毎日ま
　
せ、二三日 一度なと、大かたなこり三つき かり（95や侍りけん、四大種の中に 水火風は害をな
　
せとも、大地にいたりてはこ なるへんをなさす、
　
むかし斎
セイ
衡カウ
の比かとよ、大ないふりて、東大寺
　　　　　　　　　　　
（97斎セイ
衡カウ
─斉衡
　
の仏の御くしおちなと、 み き事
　　　　　　　　　
」
　
侍りけれと、なをこのたひにはしかす、すなはち
　　　　　　　　　　
（99けれと─けれとも
　
しかす─しかすとそ
200皆人あちきなき事をのへて いさゝか心 にこり
　
もうすらきけりと見えしかとも 月 かさなり
　
年こえしかは、言の葉にかけていひ出る人 も
　
なし、すへて世中の有にくゝ、わ 身と栖とのはか
　
なくあたなるさま く ことし いはんや所により205身のほとに たかひつゝ、心を やます事は、あ
　
けてかそふへからす、もしをのか身かなは て
　
権門のかたはらにおるものは、ふかくよろこふ事
　　　　　
」
　
あれとも、大にたのしむにあた 、な せつ
44
　
なる時も、声をあけてなく事なし、進退や2（0すからす、立居につけて、をそれおのゝく、たとへは、
　
雀のた の巣にちかつけるかことし、も まつ
　
しくて、とめる家の隣におれ ものは、朝夕
　
すほきすかたをはちてへつらひつゝ、出入僮
　
僕のうらやめるさまを見るにも、とめる家 人の、2（5なひかしろなるけしき 見 に 心ねん
く
　
にうこきて、時としてや しせはき
　　　　　　
」
　
地におれは炎上ある き、其災を かるゝ事なし、
　
もし辺地 あれは、往反のわつらひおほし 盗
　　　　 　
2（8往反の─往反
　
賊の難はなはたし、又いき ひた 者、貪欲ふ
　　 　　　　　
2（9者─者は
　
貪欲ふふかく─貪欲ふかく
220ふかく、独身 る者は人にか しめら たから
　
あれはをそれおほく、貧けれは恨切 り、
　
人をたのめは、身他の有となり、人をはくゝ は、
　　　　　　　　　
222有─奴
　
心恩愛につか る 世にしたかへ 身くるし、 たか
　
はねは狂せるに似たり いつれの所をかしめ いかなる
　　　　　　　
224所をか─所を
225わさをしてか、しはしも此身をやとし、玉ゆらも心
　　　　
」
　
をやすむへき、わか身父か の祖父の家をつたへ
　　　　　　　　　　
226祖父─祖母
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て、久かの所にすむ、其後縁かけ身おとろへて、
　
忍ふかた
く
しけかりしかとも、終に跡とゝむる事
　
を得す、みそちあまり して さらに我心ひとつの
　　　　　　　　　
229ひとつの─ひとつ
2（0いほりむ 、これを有し住居になそ ふるに、
　　　　　　　　　　　　　
　
十分か一也、たゝゐ屋はかりをかまへて、はか
く
　
しく端屋をつくるにをよはす、わつ に築地を
　　　　　　　　　　　
2（2築地をを─築地を
　
をつけりといへとも 門たつるたつきなし、竹を柱
　
として車をや せり、雪ふり風ふくことにあ
　　　　　　　
」
2（5やうからすしもあらす、所は河原近け は水
　
のなむもふかく、白浪のをそれもさは し、すへて
　
あられぬ世をおもひす しつゝ 心をなやませる
　
事は、三十余年也、其折
く
のたかひめ、をの
　　　　　　　　　　　
2（8たかひめ─たかひ目に
　
つからみしかき運をさとりぬ、すなはちいそちの240春をむ へて 家を出世をそむけり、本よ
　
妻子なけれはす かた よす もな 身に
　
官禄あらされは何につけてか執 ゝめん、
　　　　　　　　　　　　
242官禄─官録
　
あらされは─あらす
　
大原山の雲にふして、又五 へりの春秋を む
　　　　　　
」
　
へにける、六そちの露きえかたにをよひて さらに
　　　　　　　　　
244六そち─爰に六十
46
245末葉のやとりをむすへる事あり、いはゝ旅人
　
の一夜のやとりをつくり、老たる蠶のまゆを
　
いとなむかことし、これを中比の栖となそらふ
　　　　　　　　　　　
247栖と─栖に
　
れは、百分か一にたにをよはす、とかくいふ程に
　
よはひ 年
く
にたかく、すみかは折
く
にせはし、
250其家のありさまよのつねならす、ひろさはわつ
　
かに方丈、高さは七尺かうち り、所 さため
　　　　　　　　　　　
25（さため─思さため
　
さる ゆへに 地をしめてつくらす、出居 みう
　　　　
」
　　　　
252出居─土居
　
ちおほひをふきて つきめことに けかね かけた
　
若心にかなはぬ事あら 、やすく外 うつさんため255也、其あらためつくるとき、いくは わつらひか有、
　
つむ所わつか 二両なり、車 力をむくふ 更に
　
他の用途いらす、今日野山のおくに跡 か
　
して、うしろ東に三尺あまりのひさしをさして、
　
柴折りくふるよすかと 南に竹 すのこ260しき、其にしにあかたなをつくれり、北によせて
　
しやうしをへたてゝ、あみたの絵像を安置し
　　　　　　
」
　
そはに普賢をかけ、まへに法花経 ゝけり、東
　　　　　　　　　　
262まへ─そは
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きはにわらひのほとろをしきつゝ、よるの床とす、
　
西おもて 竹のつりたなをかまへて、くろきかは265こ三合をゝけり、則和歌管弦往生要集こと
　
きの抄物を入たり、かたはらに箏琵琶、をの
く
　
一ちやうをたつ、所謂琴おりつき琵琶これなり、
　　　　　　　　　　
267琴おり─おり箏
　
かりの庵の有さまかくのことし、其所のやうをいは
　
南に けひ有、岩 てゝ水をためた 、林軒に270近けれは爪木をひろふにともしからす、名を
　　　　　　　
」
　
外山といふ、まさきのかつらあとをうつめり、谷しけゝ
　
れと西はれたり 観念のたよりなきに もあら
　
す、春は藤なみを見る、紫雲 ことくにして
　
西方に匂ふ、夏 郭公を聞 かたらふこと275しての山ちをちきる、秋は日くらしの声耳
　
にみてり、うつせみの世をかなしふかときこゆ、
　
冬は雪をあはれむ、つもりきゆるさま罪
　
障にたとへつへし もし念仏ものうく、読
　
経まめならぬ時は、みつからやすみ、 つから
　　　　　　
」
280をこたる、さまたくる人もなく 恥へき人もな
48
　
し、ことさらに無言をせされとも、ひとりお
　　　　　　　　　　　　
28（無言を─無言
　
れは口業おさめつへし、かならす禁戒をま
　　　　　　　　　　　　　
282まもるとも まもるとしも
　
もるともなけれ も、境界なけれは何
　　
　
につけてかやふらん、 し又あとの白浪に285此身をよす 、朝には岡の屋に行かふ舟を
　
なかめて、満沙弥 風情をぬすみ、もしかつら
　
の風葉をならす、く には潯陽の江をお ひ
　
やりて源都督のをこなひをならふ、余
　　　　　　　　　
」
　
興あれは、しは
く
松のひゝきに秋風の楽を
290たくへ、水の音に流泉 曲をあやつる、芸は
　
これつたなけ とも、人の耳 ろこはし
　
めんとにはあらす、ひとりしらへひとり詠して
　
みつから心をやし ふはかり也、又ふも に一の柴
　
の庵あり、すなはち此山守かおる所也、かしこ295に小童あり、時々き りあひとふらふ、若つれ
く
　
なるときはこれを友として、ゆき うす かれは
　　　　　　　　　　
296友─朋
　
十歳、これは六十、よはひことの外な
　　　　　　　
」
　　　　
297なれとも─なれと
　
心をなくさむる事これおなし、あるひはつ な
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をぬき、岩なしを取、又ぬかこをとり、芹をつむ、
　　　　　　　　　
299とり─もり
（00あるひはすそわの田井にいたりて落穂を拾
　
て、ほくみをつくる、もし日うらゝなれは、嶺に
　　　　　　　　　　
（0（うらゝ─うらゝか
　
よちのほりて、 るかに古郷の空をのそみ、木
　
幡ふしみ 里鳥羽はつかしをみる、勝地はある
　　　　　　　　　　　
（0（あるし─主
　
しなけれは、心をなくさむ にさはりなし、あゆ（05みわつらひなく さしとをくいたる時は これより
　
峯つゝきすみ山をこえか とり きて
　　　　　　　　
」
　
或は岩間にまふて、あるひは石山 おかむ、又あ
　
はつか らを分つゝ、蝉丸のおきなかあとをと
　
ふらふ、田上川 わたり 猿丸 まうちきみ（（0墓をたつねぬ、かへさにはおりにつけつゝ桜 かり
　　　　　　　　
（（0たつねぬ─たつぬ
　
紅葉をもとめ、わらひを折、菓を ろひて、かつは
　
仏にたてまつり、かつ 家 とゝ 、もし夜し
　　　　　　　　　　
（（2家つとゝす─家つとにす
　
かなれはまとの月に故人をしのひ、猿のこゑに
　　　　　　　　　　　
（（（故人─古人
　
袖をうるほす、草村のほたるはとをくま（（5しまのかゝり火に かひ、あか きの雨は を つ
　　　　
」
　
から木葉ふく嵐に似たり、山鳥のほろ
く
となくを
50
　
聞ても、父か母かとうたかひ、みねのかせきのちかく
　
なれたるにつけても、世をとをさかる程をしる、或
　　　　　　　　　
（（8世を─世に
　
は埋火をかきおこし 、老のね覚の友とす、（20おそろしき山ならねは、ふくろふのこゑをあはれ
　
むに付ても、山中の景気おりに付てつくる事
　
なし、況ふかくおもひふかくしれらん人の めには、
　
これに もかきるへからす、大かた此所に住そめし
　
ときは、あからさまとおもひしかとも、今はすてに五
　　　
」
（25とせをへたり、 りの庵ふるやと りて軒には
　
朽葉ふかく、出居にはこけむせり、 つからことの
　　　　 　
（26出居─土居
　
たよりにみやこをきけは 此山にこもりゐて後、
　
やんことなき人のかく 玉へるもあまたきこゆ
　
まして其数ならぬたくひ、つく てこれをしる（（0へからす、たひ
く
の炎上にほろひたる家又いくそ
　
はくそ、たゝかりの庵のみの けくしてをそれ
　
なし、程せはしといへとも夜 す こあ 昼
　
ゐる座あり、一身を とすに不足なし、蠏
カウ
蟷ナ
は
　　　　　　
」
　
ちひさきかいをこのむこれ、身をしるによりて
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（（5なり、雎
ミサコ
鳩はあらいそにゐる、すなはち人をゝそ
　　　　　　　　　　
（（5雎ミサコ
鳩─雎鳩
　
るゝゆへ也、我又かくのことし、身をしり世をしれ
　
れは、ねかはすたのします、たゝ閑なる のそみ
　
とし、うれへなきを みとす、すへて世の人の
　
栖をつくるならひ、かならす も身の めには（40せす、あるひは妻子眷属のためにつくり、
　
或は親昵朋友のためにつくる あるひは主
　
君師匠、をよひ財宝馬車のためにさへ
　　　　　　　　　　
」
　
これをつくる、我いま身のためにむすへり、人
　
のためには らす、ゆへいかんとなれ 、今 世
　　　　　　　　　
（44ためには─ために
　
いかんと─いかん
（45の有さま、此身のはて ともなふへき人も く
　
たのむへきやつこもなし、た ひひろく作ると
　
もたれをかやとし 誰をかすへん それ人の友
　
るものは、とめるをた とみ、ねんころな をさ
　
きとす、かならすしも情ある すなほなると（50をは愛せ
と云事なしイ
◦たゝすへて、糸竹花月を友と
　　　　　　　　　　　　　
（50愛せす
と◦云事なしイ
─愛せす
　
せんに しか 人のやつこたるもの 、賞罸
　　　　　　
」
　
はなはたしく、恩顧
コ
あつきをさきとす、更に
　　　　　　　　　　　　
（52恩顧
コ
─恩顧
52
　
はこくみあはれむと、やすく静なるをは、ね
　
かはす、たゝ吾身を奴婢とするにはしかす、い
　　　　　　　　　　　
（54吾身─我身
（55かゝ吾身をやつことするとならは、もし すへき
　　　　　　　　　　
（55吾身─我身
　
やつこ─奴婢
　
事あれは則をのれか身をつかふ、たゆからす も
　　
（56をのれ─をの
　
あらねと、人をしたかへ、人を へり見るよりはや
　
し、もしありくへき事あ は み らあゆむ、
　
くる といへとも馬くらうし車と心をなや（60ますには かす、今一身をわかちて二の用
　　　　　　　　
」
　
をなす、手のやつこ足ののり物、よく我心にか へり
　
心身のくるしみをしれゝは、くるしむ時はやすめ、ま
　　　　　　　　
（62しれゝは─しれは
　
めなれはつかふ つかふとてもたひ
く
すくさす、も
　
のうしとても心をうこかす事な 、いかにい んや、（65つねにありき、常にはたらくは これ養性なる
　
へし、なんそいたつら や みおらん、人をなやま
　
すは罪業也、いかゝ他の力をかるへき衣食のたくひ
　
又おなし、藤の衣麻のふすまうるに た ひ
　
てはたへをかくし、野へ つはな嶺の菓 わつかに
　　　　
」
（70命をつくはかり也 人にましはらされはすかたを
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はつる悔もなし、かてともしけれはおろそかなれ
　
とも味をあまくす、すへ かやうのたのしみ、と
　　　　　　　　　　
（72味─哺
　
める人に対していふにはあらす、たゝ我身一に
　
とりて、昔と今とをなすらふるはかりなり、（75それ三界はたゝこゝろ一 り、心もしやすからす
　
は、象馬七珍もよしなく、宮殿楼閣ものそ
　
みなし 今さひしきすまゐ一間の庵 みつ
　
からこれを愛す、をのつからみやこに出て 身
　　　　　　
」
　
の骨骸にな る事をおもへとも、かへりて（80こゝにおるときは、他の俗塵に着するこ
　
とをあはれむ、もし人此いへる事をうたかはゝ、
　
魚と鳥とのありさまを見よ 魚は水にあか 、
　
魚にあらされは其心をしらす、鳥は林 ね
　
かふ、鳥にあらされは其心をしらす 閑居の（85気味も又おなし、すますしてたれかさとらん
　
抑一期の月影かたふきて、余算山のはに
　
ちかし、たちまちに三途のやみにむかはんとき
　　　　　
」
　　　　
（87三途のやみにむかはんとき、何のわさをか─ナシ
　
何のわさをかかこたんとする、仏 人を へ玉ふ
54
　
をもむきは、ことにふれて執心なかれとなり、（90今草庵を愛するも咎 す、閑寂に着
　
するもさはりなるへし、いかゝ用なきたのしみを
　
のへて、むなしきあたらときを過さん、閑なる暁、
　　　　　　　　　
（92むなしき─むなしく
　
このことはりをおもひつゝけて みつから心にとひ
　
て、いはく世をのかれて、山林にましはるは、 を（95おさめて道をゝこなはんかためなり しかるを
　
なんち、すかた ひしりに似て心はにこりに
　　　　　　　
」
　
しめり、栖は則浄名居士のあとをけかせりと
　　 　　　
（97けかせり─けかす
　
いへとも、たもつ所はわつかに周梨槃特 行
　
にたにもをよはす、もし れ貧賤 報のみつ400からなやますか、将又妄心の たりて、狂せるか
　
其とき心さら こたふる事なし ゝ舌根
　
やとひて、不祥の阿弥陀仏両三返を申て
　　　　　　　　　　　　　　
402三返─三反
　
やみぬ、ときに建暦 二 せ 弥生のつこもりの
　
比、桑門の蓮胤外山のいほりにしてこれを405しるす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
　　
月かけはいる山の
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はもつらかりし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
407つらかりし─つらかりき
　　 　　
たえぬ
　　
ひかりを
4（0　　
見る
　　　　
よしも
　　
かな
